
一NOC技術ノート No. 303 

バルノック PMについて (11)
〔CSM配合 (3)〕

バルノック PM(N,N'-mーフェニレンジマレイミド）

は， CSM(クロロスルホン化ボリエチレン）の加硫剤と

して有効であり，バルノック PMとノクラック AWと

水酸化カルシウムの三者の組合せによって得られた

CSM加硫物は，圧縮永久ひずみ及び耐熱性に優れてい

ることを先に(No.293~294)紹介した．

今回は， CSMのカーボン配合において加硫剤のバル

ノック PMと加硫活性作用をする老化防止剤のノクラ

ック AWをそれぞれ 2~3phr, 1~2 phrに変量した場合

と，またノクラック AWの代りに AW-D(AWの精製

試作品）を使用した場合の加硫特性（ムーニースコーチタ

イム，加硫速度），未加硫ゴムコンパウンドの貯蔵安定

性及び加硫物特性（引張物性，圧縮永久ひずみ，耐油

性，耐熱性）について実験データを紹介する．

スコーチ安全性は， PMを減量しても改善されないが，

AWを減量することによって改善される（表 1). また，

AWの代りに AW-Dを使用するとスコーチ安全性は向

上する（表 1). AWの減量は，加硫物の引張応力の低下

が認められるが（表 4), 圧縮永久ひずみ（表 4)及び耐熱

性（表 6)に悪影響は認められないまた，未加硫ゴムコ

ンパウンドの貯蔵安定性について表 3に示す. PM/ 

AW/Ca(OH)2加硫系は， MgO/PER/TRA加硫系と同

程度の安定性を示す． しかし，高温度，高湿度の状態で

の貯蔵は，スコーチや加硫阻害が起こる場合があるた

め，注意を要する．また，表 5にPW/AW/Ca(OH)2

加硫系によって得た CSM加硫物の耐油性について示

す．耐油性においても良好であることが認められる．

実験

1. 配 合 クロロスルホン化ボリエチレン100,

SRFプラック 50, アロマ系オイル10,

サンノック 2, 加硫系（表中に示す）， ロール配合

3, レオメータ試験

表 2. モンサント ODR-100,160°C 

加硫系 phr MHF''  (N・m) t c1101 t c(90I 

1. Ca(OH)2 (4) + PM (3) + AW (2) 4,6 3.1'14.21 

2. II (4) + 11 (3) + 11 (1) 4.3 4.0'16,6' 

3. II (4) + II (2) + II (2) 3.7 2.8'10.2' 

4. II (4) + II (3) +AW-D (2) 4,4 3.8'14.8' 

5, MgO (4) +PER (3) + TRA (2) 4.8 2.2'10.0' 
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図 1 レオメータ加硫曲線

2, ムーニースコーチ試験 (Jrs K 5300に準拠）

加硫系

表1

配合量
測定温度

(phr) 

1. Ca(OH), 十バルノック PM十ノクラック AW(HH2) 

2. /I + /I 十 II (4+3+1) 

3, II + II + II (4+2+2) 

4, II + II + (4+3+2) 

5. MgO + PER 十ノクセラー TRA(HH2)

(85) 

115°C 125°C 

Vm ts t35 V m ts !35 

43 11.31 57.2' 37 9.11 25. 7' 

40 12.41 86.21 37 11.2'37.4' 

44 12.01 59,0' 36 9.51 31.5' 

35 13.8'84.0' 30 12.5'33.7' 

39 12.4'31.5' 33 9.41 16.8' 
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4. 未加硫ゴムコンパウンドの貯蔵安定性試験

評価方法：オーフ゜ンロール (40~70°C)で混練した未加硫コンパウンド（表 1)を， 40°cの恒温槽に貯蔵し，その

後ムーニービスコメーター及びレオメータ加硫試験機（モンサント ODR-100)で評価

表3

加(p硫hr系) 訊月
ムーニースコーチ試験， 12s0c レオメータ試験， 160°C

Vm (5 !35 M凶N・m)MH(N・m)t1c(10) 11,(go) 

1. Ca(（ OH)2 + PM+  AW  

゜
36 9.0' 23. 7' 0.45 4.6 3.11 14.21 

4) (3) (2) 7 36 11.3' 26,11 0.56 4, 7 4.01 16.0' 

2. II + II + II 

゜
35 12.2' 32. 7' 0.40 4,3 4.0'16.6' 

(4) (3) (1) 7 42 13.0' 37,3' 0.50 4,6 4.8'19.6' 

3. II + II + II 

゜
36 9,1' 24. 7' 0.45 3,5 3.0'10.11 

(4) (2) (2) 7 42 11,5' 25.6' 0.54 3.4 3, 7'12.6' 

4. " + II +AW-D 

゜
30 13.51 31.01 0,34 4.4 3,81 14,8' 

(4) (3) (2) 7 37 13,11 32.9' 0.40 4.6 4,11 16,5' 

5. M(4 gO + PER + TRA 

゜
37 9.31 16.01 0,45 5.1 2.2'10.0' 

) (3) (2) 7 45 9.7' 17,4' 0,51 5.1 2.11 9,81 

5, 加硫物引張試験及び圧縮永久ひずみ試験 JISK 6301に準拠

引張試験： 160°C, 20分プ レス加硫物 圧縮永久ひずみ試験： 100°C, 70 h(25%圧縮）， 160°C,25分プ レス加硫物
表4

引張試験 圧縮永久ひずみ試験

加硫系 (phr) Tn EB M100 M200 Hs 
(%) 

(MPa) (%) (MPa) (JISA) 

1. Ca(OH)2 (4) + PM 3) + AW  (2) 21.4 210 8,6 20.4 77 18 
2. II (4) + II 3) + II (1) 19.2 210 8,2 18.6 77 18 
3. II (4) + II 2) + II (2) 20.0 270 6.8 15.3 75 24 
4, II (4) + II 3) +AW-D (2) 20.1 210 8,8 18,9 77 16 
5, MgO (4) + PER 3) + TRA (2) 24.6 240 7,4 20.1 74 70 

表6

6, 耐油試験 JISK 6301準拠

160°C, 20分プ レス加硫物

体積変化率： 120°C, 70h浸潰(JISNo, 1油， No,3油）

表 5

加硫系phr
闘 Tn 島 M10。H,

（日） 変化率（％） （変化）

体積変化率（％）

゜
19.2 210 8.2 

II + II + 11 3 -4 -20 +25 
加硫系 (phr) 

No.1油No,3油 2. 
(4) (3) (1) 

-23 -45 +61 6 
1. Ca(OH)2 (4) + PM (3) + AW (2) 2 49 

゜
20.0 270 6.8 2. II (4)+ II (3)+ II (J) 2 52 

I! t II t II 3 -10 -36 +53 54 3, 
(4) (2) (2) 3, II (4)+ II (2)+ II (2) 2 

6 -26 -64 4. II (4) + II (3) +AW-D (2) 2 48 

210 8.8 62 

゜
20,1 5, MgO (4) + PER (3) + TRA (2) 2 

t II tAW-D 3 -5 -38 +45 4, II 

(4) (3) (2) 6 
-30 -62 

7, 熱老化試験 JISK 6301に準拠

160°C, 20分プ レス加硫物

老化温度1so0c, 試験管加熱老化試験機

188 

0 21.4 210 8.6 77 
I Ca(OH)2+ PM+ AW 
'(4) (3) (2) 

3 -5 -30 +24 H 
6 -19 -55 - +7 

77 
+s 
+s 

75 

+6 

+9 

77 

+s 

+a 

0 24.6 240 7.4 74 

5, MgO +PER+ TRA 
(4) (3) (2) 

3 -15 -41 +99 +11 

6 -30 -73 — +14 

老化時間 O(h)は初期物性を示し，単位は Ta,MIO。が(MPa),

恥が（％）を示す。
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